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第136回　東京医科大学医学会総会
日　　時：平成7年10月21日（土）　午後1時より
会　場：東京医科大学病院臨床講堂（6階）
当番教室：生理学第二講座，精神医学講座
特別講演：1．膵・胆管合流異常の病態と治療
　　　　　　　外科学第三講座　小柳泰久主任教授54（2）
　　　　　2．歯槽骨の再建を目的とした各種生体用材料の可能性
　　　　　　　一さまざまな材料と骨構造の変化をどう考えるか一
　　　　　　　口腔外科学　千葉博茂主任教授54（2）
シンポジウム：災害時における大病院の対応を考える
　　　　　　　司会　名和　肇助教授
シンポジウム
1．阪神大震災時の神戸大学病院の対応
　　　（日本テレビ報道局解説委員）高田和男
　発災時
　病院内には当直医など37名のドクターが院内に
いた．発災と同時に全館停電となったが，自家発電
装置により5時間後の午前10時30分には必要な電
力が確保された．当日朝の入院患者の給食は，幸い
なことに発災時には給食職員が全員出勤しており，
職員のとっさの判断で蒸気を使って在庫米の全てを
炊くことに成功，入院患者の4食分の握り飯が確保
された．
　発災以降
　発災時37名だったドクターも昼頃には全体の2
割にあたる160名が確保され，診察，治療が可能と
なった．病院にとって必要不可欠な水，電気などの
ライフラインは，水道が6日間ストップ．ガスは26
日間使用不能に．電話は発災当日が使用不能となっ
た．このようにライフラインが完全にマヒしたため，
緊急検査のみ実施され，850人の入院患者のうち歩
行可能者は近隣の他施設へ転院させる措置がとられ
た．
　発災からの7日間に，救急部は1167名の患者を手
当てした．そのうち入院させた患者は191名．DOA
が41名．手術部では麻酔器や，手洗いの破損により，
手袋を二重に着用し，163件の緊急手術を実施した．
入院が必要となった患者の大半は打撲，挫滅等で36
名が透析，血液ろ過が必要だったが機器が不足して
思うようにいかなかった．
　問題点
　医療スタッフ自身も被災者であり，交通手段の途
絶で出勤に手間どつた．
　ライフラインがマヒし，医療機器が破損，医療物
資が底をついたが補給が困難だった．
　救急隊や近隣病院との日頃からの連絡の必要性を
痛感した．
　外国人対策が十分出来なかった．
　非常用電源でEVの運転が可能となったが，事務
官がマニュアルを遵守したため使うことができず，
患者搬送を人力で行った．
　高度先進医療の大学病院も，災害時はプライマリ
ーケアが中心となった．
2．阪神大災害における神戸市立西市民病院の対応
（神戸市立中央市民病院神経科参事）
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